
日本スイーツの聖地

～よみがえる奄美大島白糖製造工場～

明治維新150周年「維新未来博」テーマ研究発表

鹿児島県立古仁屋高等学校２年
濱田怜弥，岩木乙香，奥村芽生，福沢あさひ
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きっかけ
• H30.7月25日-27日
インターンシップ（職場体験学習）で

埋蔵文化財センターのお世話になる。



二日目
奄美大島の近代遺跡を視察

奄美大島要塞司令部跡 → 手安弾薬庫跡

→ 久慈佐世保海軍軍需部大島司庫

→ 西古見陸軍掩蓋式観測所

→ 久慈白糖工場跡

3



奄美大島要塞司令部跡

昭和２年 天皇行幸
鹿児島県『奄美大島御行幸記念写真帖』より
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• 現在，古仁屋高校



校庭の発掘調査（8月）の様子
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手安弾薬庫跡
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陸軍掩蓋式観測所（西古見）
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佐世保海軍軍需部大島司庫（久慈）

• （久慈湾に停泊する軍艦に給水する水の水溜です）
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いずれも

・とてもきれいな形で残っている

・学術的価値が高い

・これらを含めた「瀬戸内町の近代遺跡」（１９カ所！）

→ “埋蔵文化財包蔵地”となる（２０１８年９月５日付）

→ 今後は，“国指定文化財”を目指す

そして，奄美白糖製造工場へ…
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久慈白糖製造工場とは？
１８６５年から６７年にかけ，島内４か所に建設
されたものの一つ。

数少ない資料によると…

・縱９０メートル，横２７メートルの２階建て

・土台にれんが，溶結凝灰岩の切石を使用

・屋根はトタン葺き

・オランダ製の蒸気機関による製糖機械が稼働

・煙突が７本。最長の１本は３６メートル。
６本は１８メートル。
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白糖工場誕生のウラ側 ①

• 仕掛け人は島津斉彬

・原因は
「黒糖の値下がり」

・より高値で売れる白糖
の製造へ

・１８５１年，斉彬，鹿児島
城内で西洋式の白糖製造実験に
成功

・島津斉彬死去により頓挫

→ 集成館事業の一環

島津斉彬像（輝国神社）
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白糖工場誕生のウラ側②

・斉彬の意志を継いだ五代友厚
蒸気機関による白糖製造を建白

（幕府には極秘）

・トーマス・グラバーが白糖
工場の建設を請け負う。

☆五代の「オオシマ・スキーム」

中国・上海との貿易で利益を上げ，国を豊かにする

→ その主力商品として，白糖を世界最先端の工場
で製造する。

五代友厚像
（若き薩摩の群像・鹿児島中央駅）
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奄美大島の山がちな地形が
集約的大規模工場の建設を
阻み，４箇所に分散して工
場を建設。

海岸に近接し，背後に小高
い山を控え，河川が近くを
流れており，集落に隣接し
た平坦地に立地。

代官所に隣接した金久（２
９人以上）は管理拠点，須
古（６６人）と久慈（２９
人）は主力工場。
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白糖工場誕生のウラ側③

期待を胸に現地へ…

・五代の提案が奄美大島での白糖工場建設の契機の一つと
なって工場建設が計画される。
・鹿児島から100人以上もの大工や石工が動員され，
1865年に金久（奄美市名瀬）と須古（宇検村）で，1866
年に久慈（瀬戸内町）と瀬留（龍郷町）で工場建設が始ま
り，２年かけて全て完成。
・その後，白糖の製造は順調に行われたが，燃料である
薪の不足や，度重なる台風と洪水による被害などにより，
１～３年程度で廃止に至る。一番長く操業したのが久慈
の白糖工場であったが，それでも５年で廃止。



現在の様子

「跡」なのに「跡形もない。」
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○ 世界自然遺産と同じくらいの観光資源
になり得る

→ 日本で最初に近代的な白糖工場が稼働していた

→「日本スイーツの聖地」として売り出せるのでは？

△とにかく，跡形もなく何も残っていない

△町民ですらその存在を知らない人がほとんど

しかしながら！

“奄美大島白糖工場跡”は
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ミッション
○ 白糖工場を身近なものにしたい

→ ① 白糖工場の模型を作成する

→ ② 小学生向けのバスツアーを企画する

○ 多くの関心・理解・賛同・協力を得た上で，
お菓子開発や観光商品開発など，次のミッション
へ進む。

まずは！

そこで！
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ミッション①
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白糖工場模型



ねらい
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• 数少ない資料をできる限り集めて，しっ
かりと読み込む。

・５０分の１スケールの「工場」として
正確な復元模型を作る。

・当時の白糖製造の流れを明らかにする。



△ 資料が少ない
→専門家（大島支庁・田中完さん）
の力を借りる

△ 模型作りの経験がない

→校長先生（機械工学）の力を
借りる

△ 時間がない（３ヶ月），お金がない

→ 今回は自分たちで何とかする
（予算は文化祭準備金６０００円のみ＋自腹！）

△ 資料を読み込む力が不足
→ 地歴公民の先生方の協力
をいただく

課題
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主な参考資料

水田丞 2017 「第2章 奄美大島製糖工場」『幕末明治初期の洋式産業施設と
グラバー商会』 九州大学出版

鹿児島縣立糖業講習所 1935 『慶應年間 大島郡に於ける白糖の製造』 鹿児
島縣立糖業講習所

丸山雅子 2015 「ウォートルス①」『ファインスチール』第59巻3号 一般社団
法人日本鉄鋼連盟 p.11-12

丸山雅子 2015 「ウォートルス伝②」『ファインスチール』第59巻4号 一般社
団法人日本鉄鋼連盟 p.11-12

水田丞 2004 「旧薩摩藩奄美大島白糖製造工場の建設経緯とその復元的考察
イギリス資本から見た集成館事業の研究（１）」『日本建築学会計画系論文集
第585号 p.177-184
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資料や，車の大きさから，位置・大きさを推定
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ここで確認！ 白糖の作り方

１．圧搾 サトウキビ → 汁

３．加熱
汁 → シロップ

２．清浄

４．濃縮 シロップ
→ 結晶を含んだ濃縮シロップ

５．分蜜 結晶を取り出す
→ 白糖の完成

それでは，模型を見ながら工程をたどってみましょう。



１. 圧
あ っ

 搾
さ く

 
 

さとうきび 

→ 汁
し る
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① スチームエンジン式圧搾機

スチームエンジンの回転を3本ローラーの圧搾機にベルトで伝え，
サトウキビをつぶし，汁にする。スチームエンジンは，基本的な形
状とした。久慈の工場にはスチームエンジン駆動の圧搾機が１台し
か置かれておらず，これまで使っていた家畜や水車による圧搾機も
同時に使われていたかもしれない。なお，絞りかすは久慈の海岸に
捨てられた。
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２. 清
せ い

 浄
じょう

 

３．加
か

 熱
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汁
し る

 →シロップ 
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② 清浄鍋 ③ 加熱鍋

圧搾機でつぶしたサトウキビの汁を人力で台に上げ，清浄鍋に入
れる。そこに石灰を入れると，石灰とともによけいな混ざりものが
しずんでいく。その後，直径１．８mの丸鍋（容量1,400リット
ル）に移され，かまどによって加熱された後，濃度の高いシロップ
となり，台の下にある「バツテラ」
と呼ばれた角鍋にうつされた。
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（作成の様子）→

※ダンボールを裁断し，グルーガン
で固定



４. 濃
のう

 縮
しゅく

 

シロップ→ 

濃縮シロップ 
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④ バキュムパン ⑤ 冷却鍋

濃度を高めたシロップは，結晶を作り出すバキュムパンに入れる。
バキュムパンは床よりも高い位置に作られたステージに置かれ，
全体で高さ６ｍもあった。バキュムパンは，真空結晶缶とも呼ば
れ，中は，空気を抜いた状態（真空）に近づける。そこにポンプ
を使ってシロップを入れ，沸騰させると，結晶化した砂糖が混
じった濃縮シロップになる。それを⑤の冷却鍋（ジーカキバン）
で冷やす。
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５. 分 蜜 

濃縮シロップ→  

結晶 
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結晶を含んだ濃縮シロップを，分蜜機に入れる。3つのドラムの
中には，それぞれ小さな穴が空けられた容器が入っており，その中
に濃縮シロップを入れる。中の容器が，スチームエンジンによって
高速回転することにより，蜜が吹き飛ばされ，結晶が残る。洗濯機
の脱水と同じである。これで白糖の完成である。

⑥ 分蜜機

32



ボイラーで薪を燃やし，水を熱して蒸気を発生させる。蒸気をシ
リンダー内に送り，ピストンを動かす。ピストンの往復運動をクラ
ンク機構で回転運動に変え，機械を動かす動力となる。これまでに
ないパワーとスピードで動き，当時世界最先端の技術であった。
150年前の久慈に，蒸気機関で動く製糖機械がずらりと並ぶ白糖工
場が建っているのは，まさに「世界史の中の奄美」を思わせる。

⑦ スチームエンジン
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⑧ 貯水槽

ボイラーで蒸気を発生させるには，大量の水が必要となる。当時も今
も白糖工場があった付近には川が流れており，それを利用したと思われ
る。今回の研究では，川から水路を通し，かつ貯水して利用していたと
考え，貯水槽も作成した。貯水槽は，当時イギリスが世界中に建てた工
場で使われていたものをモデルにした。
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⑨ ボイラー
久慈白糖工場には，７つの

ボイラーが設置されていたと
言われている。主に薪を炊い
て蒸気を発生させていた。
構造は当時の蒸気機関車と同

じと考えた。ボイラーから鋼
管でスチームエンジン等へ蒸
気を送っていたと考える。
配管表面からの放熱を減らす

ために，トレンチ（煉瓦積み
の溝）を掘り，配管していた
と考えた。また，燃料が薪で
あることからスチームエンジ
ン一機に対して複数のボイ
ラーが動いていたと思われる。
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← ボイラーの材料はスチール
缶なので，頑張って缶コーヒー
を消費した。

ボイラーから出る煙を排出する煙突は7本あ
り，1本は高さ３６ｍ，６本は１８ｍと，と
ても大きかった。工場建屋より高い位置での
排煙がなされていた。6本は加熱鍋のかまど
用につかわれていたものと仮定した。

煙 突
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建 屋

建屋は間口２７ｍ，奥行９０ｍの，
それはもう巨大なものであった。
屋根は当時最先端のキングポストト
ラス構造になっており，厚さ９㎝の
トタン葺きであった。建屋に使用さ
れたレンガについては，特筆すべき
事実がある。（次に続く）
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日本レンガ史のルーツ



39

蒸気機関（スチームエンジン）
は，ものすごい振動と熱を発生
させるため， 国外から輸入した
耐火レンガで囲い込む必要が
あった。

薩摩藩から依頼されたグラバー商会は，イギリスのコー
ウェン（COWEN）社が製造した耐火レンガや，植民地
で製造したと思われるレンガ（ステファンソン
（STEPHENSON）と刻んである）を用意した。

その後，白糖工場の建設技師であったウォートルスが
日本人の手のサイズに合うレンガを作り、工場の建屋
には主にそのレンガが使われた。このレンガこそ最初
の日本レンガの一つである。
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このレンガは大阪に持ち込まれて
普及し，改良を重ね日本各地のレ
ンガ建築に使われた。後に久慈に
日本軍の水溜が建設されたときも
使われた。「レンガの里帰り」で
ある。

須古集落では，「ＣＯＷＥ
Ｎ」と書かれた耐火煉瓦を
見ることができる。イギリ
ス北部で耐火煉瓦メーカー
として成功したジョセフ・
コーウェン社で製造された
もの。
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「白糖石」



建屋や機械などの基礎に使用された石材は，島外から持ち込
まれたものである。白糖工場の閉鎖にともない払い下げられ，
現在も島内の各地で見ることができる。ほかの石材と区別され
て「白糖石」と呼ばれ、さまざまな形で利用されている。

42

小学校の塀に使われていた跡（久慈）

民家で「花壇」として使用（宇検町須古）
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その正体は溶結凝灰岩で、鹿児島で起こったカルデラ噴火で噴き
出されたものである。鹿児島では、意外と柔らかく加工しやすい
この石で有名な石橋などを作ってきた。白糖工場を建設するにあ
たり、大量の凝灰岩切石が船便で持ち込まれ（それはもう重かっ
たであろう）、工場や機械の基礎に使われたのである。

民家の塀などに使用（いずれも宇検町須古）
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外国人技師の活躍

• 白糖工場の建設は，グラバーが請け負い，1865年にグ
ラバーが奄美大島に来島した記録も残る。

• 実際の工事は，アイルランド出身の建築・機械技師,
ウォートルス（３０歳くらい）や，白糖製造技師のマッ
キンタイラー（３５歳くらい）が金久の秋葉山（現在の
蘭館山）に建てられた洋館に住みながら，指導に当たっ
た。

• 総監督のウォートルスは，奄美大島での白糖工場建設の
あと，大阪造幣局の近くにある応接所として使われてい
た泉布観（1871年）という建物や銀座の煉瓦街（1873
年～1877年）の建設にも携わり，ウォートルスの時代
とも呼ばれている。
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ウォートルスは，英国商人グラ
バーの斡旋で奄美大島を訪れ，
1865年から３年かけて４箇所，
白糖工場（日本初の洋式製糖工
場）を建設したほか，鹿児島紡
績所や国分敷根の火薬製造所な
どの建設にも関わっていたと言
われている。

46

大阪造幣局の応接所，泉布館（1871年竣工，国の重要
文化財）天皇や皇族，外国の賓客の滞在に利用された。
明治時代に改修された姿で保存されている。

銀座煉瓦街（銀座1丁目～8丁目，約25万㎡に約
1,500戸を築いた。）。1872年の大火を受け，
耐火都市の建設がウォートルスに託された。
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大水（うくむぃでぃ）ぬ出（いじ）てぃ
らんかん橋洗流（あれぃなが）らち
（ハヤシ） スラヨーイ ヨーイ
らんかん橋洗流（あれぃなが）らち
（ハヤシ） ランカンバシ アレイナガラチ
忍（しぬ）でぃ来（きゅ）る加那や ヤーレー
泣ちどぅまた戻（むど）る
（ハヤシ） スラヨーイ ヨーイ
泣ちどぅまた戻（むど）る

（大水が出て，らんかん橋が洗い流され，忍んで来た恋人は逢いたい
人に逢えずに，泣き泣き戻った。）

この島唄は，ウォートルスが暮らしていた洋館（蘭館）の島の女性
「ましゅ」との悲しい恋物語から名前が付いたとされている。

らんかん橋節



完 成

報道機関向けお披露目会の様子
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新聞記事（一部）
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文化祭展示の様子
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評 価

山岡 邦章 様（岸和田市教育委員会）

武田 政文 様（久慈集落区長）

白糖工場の研究としては，現在の学術レベルでは
最高到達点ではないですか？

（フェイスブックより）

これほどに推定生産工程・工場模型を提示され，
作られた皆様に深謝あるのみです。

（アンケートより）
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2017年3月 奄美新聞より 実際に発掘された白糖工場跡

現在は，埋め戻されています 52



ミッション②

白糖製造跡を巡るバスツアー
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・小学生（と，その保護者）をターゲットにする。

→ いずれは，幼・小・中・高・大と
タテに広がる『瀬戸内町独自の研究』にしていく。

・ 白糖工場跡以外のものもツアーに取り入れる
（シリアル・ノミネーション）

→ いずれは，地域創生学，観光学，自然地誌学
など，ヨコにひろがる「学問体系」にする。

ねらい
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△ 小学生にとって，敷居が高い

→ 無料にする。

→ 「白糖」＝「スイーツ」
＝「ハッピーハロウィーン」の論法でイベント化

→ 地域のイベント（商工会まつり）とコラボ

△ 地域へのひろがりがない

△ 「白糖工場跡」だけでは弱い

→ 戦跡見学や地元に関するクイズを盛り込む

△ 予算０円
→ 役場の協力（バス），有志の協力をもらう。

→ 謎解きツアーにする。

課題
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１．告知

（１） 模型お披露目の際に
新聞社にＰＲ

（２） 学校関係者（親子で
関心が高い）にＰＲ

56



２．イベントの実際

参加者：２９人

手安弾薬庫跡 ↓

ハロウィンイベントも兼ねて仮装
も楽しむ内容

ハロウィンの雰囲気に意外と合っている
弾薬庫跡
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佐世保海軍軍需部大島司庫（水溜）

←かいとうＵ

某人気探偵アニメ
の力を借りたら
絶大な
効果が得られた。

謎解きで白糖工場と水溜のレンガとのつながりをレクチャー
58



かいとうＵを追跡し・・・

↑
久慈の白糖石

←久慈で白糖石を発見

「白糖石」として現在まで利用されていることを学んだ。
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← 久慈白糖工場跡
で記念撮影

子どもたちに模型の
レクチャー →

60



← 高校生ガイドが
子どもたちへハロウィン
のお菓子を贈呈

今後，お菓子を
地域のメーカーと
コラボ開発できるか
検討したい。
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最後は，商工会まつりで謎解きの発表
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評価（アンケートより抜粋）

かいとうＵがいたからたのしかった。

かいとうＵが出てきてなぞをとくのが
楽しかった。

ガイドの人がわかりやすくおしえて
くれて楽しかった。

かいとうＵをおっかけるところ
（が楽しかった）

商工会まつりでの発表まで，もう少し
時間を抑えられればもっと良かった

なかなか自分たちでは行かない場所に
行き説明をしてもらえて歴史にふれる
ことができたのが良かった

子どもたちが夢中で，いい伝承方法だと
思った。
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報道の様子
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１２月９日（土）白
糖工場跡である久慈
集落の公民館にて
大島支庁
田中 完さんと
コラボレーションし
ての講演会を実現。

その後の活動①
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奄美歴史浪漫探訪「幕末・明治」推進事業
観光パンフレット（観光用看板）に採用される可能性が出てきました。

上 アマミノクロウサギの写真で著名な写真家 濵田太さんが
提案資料用の写真撮影に来訪

その後の活動②



まとめ
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次のミッション ～白糖工場のブランド化を目指して

→ お菓子メーカーと協力して，新製品開発

→ 白糖工場があった当時のスイーツ事情を考慮し，新製品を構想

→ “スイーツ”“季節感”を考慮したツアーを考える。

→ 商業ベースに乗せられれば理想的

68

① 白糖工場ブランドのスイーツ開発

② 日本スイーツ聖地巡礼四大ツアーの策定

→ 久慈ハロウィンコースに続き，瀬留クリスマスコース，
金久バレンタインコース，宇検イースターコース

いかにして関係団体の協力を得るかが重要



目 標 ～このミッション（取組）を，“未来”へつなぐために

① 白糖工場を含めた「近代遺跡」を，瀬戸内町の小・中・高を通じた
研究体系にする。

→ 高校の段階で学会発表ができるレベルに
なれる！

② 白糖工場跡を核としたシリアル・ノミネーションを考える。

こどもにとっても，おとなにとっても，「うまみ」のあるものにしよう！

→ 日本スイーツ聖地巡礼四大ツアーが
商業ベースに乗る！
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次のミッション ～白糖工場のブランド化を目指して

→ お菓子メーカーと協力して，新製品開発

→ 白糖工場があった当時のスイーツ事情を考慮し，新製品を構想

→ “スイーツ”“季節感”を考慮したツアーを考える。

→ 商業ベースに乗せられれば理想的
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① 白糖工場ブランドのスイーツ開発

② 日本スイーツ聖地巡礼四大ツアーの策定

→ 久慈ハロウィンコースに続き，瀬留クリスマスコース，
金久バレンタインコース，宇検イースターコース

いかにして関係団体の協力を得るかが重要
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以上で発表を終わります。


